























































































































降雨ピーク時の 降雨ピーク時ま洪 生起 総降雨量 での水 1　　　1
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洪 生起 総降雨量 での水 ・・分雨量1品時盟 ■
番 洪水名 年月 洪水の特徴 降雨観測所名 経遇時問累加雨量
（昭和） 孤ト・／・㎞ ■目 ■■■■万 n〕nユ □ hrs　i　mm
一 ■　　■ ■ ■ ■
．大 村（長 崎） 78510128．5
　　！391．5
17　■ 571
12諌早水害 32．7水害 諌 早（ 〃　） 587．O 76．0298．0、 （11） 437
■ ■ （前線）■
西郷中学校（ 〃　） 11092r144．O647．0 15 882
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■ ■ ■一　　■　　　　　■ ■
湯　ケ　島（静 岡） 739．3 120．0 437．51 36 671
■
　　！風水害33．9■　　　　（台風）■ 伊 東（ 〃　） 353．1 79．0233．4■ 36 31613■狩野川台風 ■■
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?? 知（高 495．1 6．0 65．3 31i244
，
西谷本戸（福井） 1003．0 90．0． 443．O■ 12 310
■
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上　九　　　　色 62 107 15「
謝鱗（平均）「㍗ 226－　16
鍵林業試（平均）！5。■193「1。
主寝坂　　　！
田 蒲　野
134＊
296
43　　206　　52
241
642
注）　表中のr降雨継続時間」及びr累加雨量」には，断続した先行降雨の時間及び雨量は含まれて
　　いない．上九一色においては，134mm（＊印）に先行して，秋雨前線・台風24号による73mm
　　（9月21目～24日10時）が観測されている．
羽本線大滝駅北側の小さた沢から土石流が押し出され，この土石流が沢の直下にあった家屋
2戸を全壊したうえ，同駅に臨時停車していた上野発青森行下り急行r津軽2号」を直撃し，
12両編成のうち5号車（寝台車）を横転させ，さらに6号車を脱線させて，乗客ら2名が死
亡した（主要災害調査第8号より抜粋）．
　（E）小豆島谷尻の土石流
　昭和51年9月，長良川の破堤をもたらした台風17号は，瀬戸内地方一帯にも記録的な豪雨
を見舞い，とくに香川県小豆島では8日午後より断続的に降り始め，13目午後降り止むまで
に総降雨量が年平均降水量を超す1400mmに達し，小豆島全島が山崩れ，土石流等の土砂
災害によって同島未曽有の損害を被り，約18，700人の被災者を出した（主要災害調査第13号
より抜粋）．
　4．2土；百流・斜面崩壊等を発生させた降雨の特徴
　上述の5事例は，既往の数多くの土石流・斜面崩壊等のなかから，その発生時刻が明確で
あって，近隣の降雨観測所の時間雨量資料が収集できたものについて作為無く選んだもので
ある．この5例について災害発生年月日時分および災害発生直前のr60分雨量」，同じく
r360分雨量」（両者とも，毎正時または毎正10分雨量を分単位に比例内分Lて求めた雨量値），
災害発生までのr降雨継続時問」および「累加雨量」を一覧表にして表2に示す．またこの
5事例について，近隣の観測所における災害発生前後の一連の時問雨量分布を図にして（先
行降雨分は省略）図4に示す．図中の下向き矢印は前述の各災害の発生時刻を表わす．
　表2および図4から見て，それぞれに共通した次のような現象が認められる．
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　国立防災科学技術セソター研究報告　第20号　ユ978年11月
r（A）西谷村災害（S．40．9）
14th　　　　　15th 24th　　　　　　　　　　25th
（D）貞干川則大滝駅書f］鉦字蔓（S．50．8、
18th　　　　　5th6th
I00
50
（E）小豆島谷尻のLi1行流（S．51．9）
　　　　　　　　　　24　　12　　24　　12　　24　　12　t　　　　　　　　　9比10th　　　　l1th　　　　　12th
　　　　　図4大災害をもたらした土石流・斜面崩壊等発生時の時問雨量分布の例
　　　　　　　（表2所載の観測所における観測値；下向き矢印は発生時刻を示す）
　　　　　Fig・4　Heavy　rainfa1ユs　which　caused　big　debris矧ow　or1andslide　disasters．
　　　　　　　Downward　arrows　show士he　time　of　their　occurrences．
①災害はいずれも先行降雨を除いた降雨が12時問以上継続した後に発生している．
②災害はいずれも強度が40mm／hr以上の降雨が4～5時問以上降り続いた直後に発生し
　ている（足和田村災害を除く）．
　足和田村災害については，同村内に降雨観測所がないので西隣の上九一色村の時問雨量資
料によらざるをえないが，台風26号による災害は足和田村の方が上九一色村に比べて格段の
大災害である（rわが国の災害誌（続）1976」，昭和41年g月26日付け朝日新聞の報道による）
こと，9月24目22～23時頃の雨量レーダーのエコー（東京電力田端系統給電指令所（東京都
北区）・木下武雄（1967）に載る）を見ると足和田村の方が上九一村よりも降雨量が多いと想
定されること，などから判断して，この時刻前後の足和田村における降雨量は表2所載およ
び図4（B）のr上九一色」地点の降雨量よりも格段に多かったと推定される．
　土石流・斜面崩壊等の発生機構にっいては，すでに多くの研究が続けられているので，こ
こで素人の拙論を加えるつもりはないが，上記①②については次のように理解してみたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一14一
著Lい洪水災害をもたらした降雨の特徴一青木
　①について：降り始め頃の降雨はほとんど全量が浸透すると考えられるから，地表から浸
透した雨水は風化・堆積層の含水率を増加させっっ，おおむね半目以上かかって崩壊面まで
浸透降下するのであろう．浸透降下した浸透水は，引き続く大降雨がなければ，渓床に沿う
水道（みずみち）地下水となって浸透流出することとなる．
　②について：山地においては，かなり強い降雨であっても，谷の下端付近を除いて，その
大部分が浸透すると考えられる（岡本芳美，ユ978）から，上記①によって湿つた風化・堆積
層は，引き続き浸透した40mm／hr程度以上の強雨水にょって数時問以内に飽和またはこれ
に準ずる状態に達して勇断強度が著しく減少することとなり，水を含んだ層の白重と勇断強
度との平衝状態が破れた点でその瞬問に斜面崩壊が始まり，多くの場合これカミ土石流の引き
金となると考えられる．小規模の土石流・斜面崩壊等は，いうまでもなく，これ以下の時間
と降雨量にて発生するであろう．
　上述の推論は，あくまで5事例について降雨の面から見た仮説にすぎない．土石流・斜面
崩壊等の発生は，いうまでもなく，地域的に地形的に地質的に千差万別であろうから，これ
らの諸要素と直接の原因である降雨との関係について今後の研究発展を期待したい．
5．おわりに
　本稿の2および3の部分は，筆者が昭和47年g月に建設省r土木研究所報告」に載せた研
究報告「山地流域における洪水流出の追跡」のr6．著しい洪水災害をもたらした降雨の特
徴」の内容に，新たに収集したその後の降雨量資料を加えて，全資料に基づいて考察を追加
したものである．考察の結果に若干の差異があるのをお許しいただきたい．
　降雨特性と洪水災害発生との関係について考察するためには，これらを単に包括的に検討
するのみでは不十分であって，災害の種類と地域ごとに，地形・地質等の諸要素をも加えて，
それぞれの災害の発生機構について検討を深める必要があろう．この調査報告は，個々の災
害の発生原因について言及しないまま，数少ない資料にて不確かな考察を試みた部分が多い
ので，諸賢の御指摘をいただけれぼ幸いである．
　降雨量（時問雨量）資料を収集するに当たって，（財）日本気象協会の内藤晴夫，高木広道
の両氏に御尽力をいただき，また，建設省各地方建設局の担当者の方々に御協力をいただい
た．深く感謝する次第である．
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